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第

47

回

会議の会場となったスイスのジュネー
ブはレマン湖の湖畔にできた街。

国
連
の
主
催
す
る
「
防
災
グ
ロ
ー
バ
ル・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」が

5
月
13
〜
17
日
に
か
け
て
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。

会
議
に
は
、
I
U
C
N
な
ど
環
境
関
係
の
団
体
も
多
数
参
加
し
、

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
や
ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
な
ど
に
よ
る
、

生
態
系
を
基
盤
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の

重
要
性
も
議
論
さ
れ
た
。

古
田
尚
也
I
U
C
N
日
本
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

第
6
回
国
連
防
災
グ
ロ
ー
バ
ル・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

生
態
系
を
基
盤
と
し
た

防
災・減
災
ア
プ
ロ
ー
チ

 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ

撮
影
●
古
田
尚
也
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3 会議場は国連機関が立ち並ぶ一
角にある。国連ジュネーブ事務所の
前に建つ「壊れた椅子」の彫刻。
4 会議場の屋上は緑化され、養蜂も
行われている。都市養蜂はジュネーブ
でもブームだとか。

上空から見たジュネーブの街並み。レ
マン湖とサレーブ山、さらに奥にはフレ
ンチアルプスの山々が見える。

　６
月
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
地
震
、

７
月
に
は
平
成
に
入
っ
て
最
大
規
模
の

被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
30
年
７
月
豪

雨
（
西
日
本
豪
雨
）、
９
月
に
近
畿
地
方

を
中
心
に
猛
威
を
振
る
っ
た
台
風
21
号

や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
、
２
０

１
８
年（
平
成
30
）、
日
本
は
数
多
く
の

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

　し
か
し
、
災
害
に
苦
し
ん
で
い
る
の

は
日
本
だ
け
で
は
な
い
。
過
去
数
十
年

間
に
わ
た
り
、
世
界
の
自
然
災
害
は
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
中
で
も
、

洪
水
や
豪
雨
、
高
潮
な
ど
の
気
候
・
気

象
に
関
す
る
災
害
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
こ
の
傾
向
は
気
候
変
動
が
悪
化
す

る
に
し
た
が
っ
て
ま
す
ま
す
深
刻
化
す

る
も
の
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
中
、
国
連
防
災
機
関
（
Ｕ

Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
）
が
２
年
に
１
度
開
催
し
て

い
る
防
災
に
関
す
る
国
際
会
議
、「
防

災
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

が
、
２
０
１
９
年
５
月
13
〜
17
日
に
か

け
て
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催

さ
れ
た
。

　今
回
で
６
回
目
と
な
る
こ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
世

界
各
国
の
閣
僚
級
を
含
む
政
府
関
係
者

を
は
じ
め
、
国
際
機
関
、
企
業
、
研
究

者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
数
多
く
の
関
係
者
が

参
加
し
た
。
会
議
で
は
、
国
際
社
会
全

体
の
防
災
に
関
す
る
共
通
目
標
で
あ
る

「
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５

－

２
０
３

０
」
に
示
さ
れ
た
４
つ
の
優
先
行
動
や
、

７
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
達

成
す
る
う
え
で
の
課
題
、
必
要
な
ア
ク

シ
ョ
ン
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

　こ
の
「
仙
台
防
災
枠
組
」
の
名
が
象

徴
す
る
よ
う
に
、
日
本
は
防
災
の
分
野

で
長
年
国
際
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
防
災
に
関

す
る
国
連
の
最
初
の
国
際
会
議
は
94
年

に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
国
連
防

災
世
界
会
議
で
あ
っ
た
。
ま
た
05
年
に

は
２
回
目
の
国
連
防
災
世
界
会
議
が
神

戸
で
開
催
さ
れ
、
ど
ん
な
に
防
い
で
も

災
害
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
被

害
を
い
か
に
軽
減
す
る
か
と
い
う
「
減

災
」
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
「
兵
庫

行
動
枠
組
２
０
０
５

－

２
０
１
５
」
が

採
択
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
兵
庫

行
動
枠
組
」
を
継
承
す
る
国
際
社
会
の

共
通
目
標
と
し
て
、
15
年
に
仙
台
で
開

催
さ
れ
た
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議

で
採
択
さ
れ
た
の
が「
仙
台
防
災
枠
組
」

で
あ
る
。

　今
回
の
防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
約
10
年
お
き
に
開
催

さ
れ
る
こ
の
国
連
防
災
会
議
の
間
に
、

各
国
・
各
主
体
の
取
り
組
み
の
進
捗
や

課
題
、
そ
の
後
の
優
先
事
項
に
つ
い
て

議
論
す
る
場
と
し
て
、
２
年
ご
と
に
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　筆
者
の
所
属
す
る
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際

自
然
保
護
連
合
）
も
約
10
年
ほ
ど
前
か

ら
、
こ
の
防
災
の
国
際
プ
ロ
セ
ス
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。
今
回
の
会
議
に
は
、

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
加
え
、国
連
環
境
計
画（
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
や
国
際
湿
地
保
全
連
合
な
ど

の
、
環
境
分
野
の
国
際
機
関
や
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
も
多
数
参
加
し
た
。

　な
ぜ
、
防
災
の
会
議
に
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の

よ
う
な
環
境
分
野
の
団
体
が
こ
れ
ほ
ど

熱
心
に
参
加
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
発
端
は
、
04
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
起
き
た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
あ
っ

た
。
こ
の
地
震
が
引
き
起
こ
し
た
津
波

に
よ
っ
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
タ
イ
な
ど

の
沿
岸
地
域
で
は
大
き
な
被
害
が
発
生

し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
マ
ン
グ
ロ
ー

に
な
る
。

　08
年
に
は
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
や
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

な
ど
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
賛
同
す
る

国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
ま
り
、「
環

境
と
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｅ

Ｄ
Ｒ
Ｒ
）」
と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
立
ち
上
げ
、
共
同
で
国
際
社
会
へ

の
働
き
か
け
や
各
国
で
の
技
術
支
援
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
う
し
た
努
力
が
成
果
を
結
び
、「
仙

台
防
災
枠
組
」
に
は
、
そ
の
成
果
や
ゴ

ー
ル
、
優
先
行
動
な
ど
の
各
要
素
に
生

態
系
や
環
境
の
重
要
性
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
特
に
、「
優
先
行
動
３
：
強

靱
性
の
た
め
の
災
害
リ
ス
ク
削
減
の
た

め
の
投
資
」
に
は
、「
生
態
系
の
持
続

可
能
な
利
用
及
び
管
理
を
強
化
し
、
災

害
リ
ス
ク
削
減
を
組
み
込
ん
だ
統
合
的

な
環
境
・
天
然
資
源
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ

を
実
施
す
る
」
と
し
て
、
生
態
系
の
有

す
る
防
災
・
減
災
に
対
す
る
積
極
的
な

役
割
が
書
き
込
ま
れ
た
。

　並
行
し
て
、
環
境
分
野
の
国
際
的
な

条
約
の
中
で
もE

co-D
R

R

の
重
要
性

が
認
知
さ
れ
、
生
物
多
様
性
条
約
や
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
な
ど
で
関
連
す
る
決
議

が
近
年
相
次
い
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　な
お
、E

co-D
R

R

に
類
似
し
た
概

念
と
し
て
気
候
変
動
の
分
野
でE

bA

（E
cosystem

-based A
daptation

：

生
態
系
を
基
盤
と
し
た
気
候
変
動
適

ブ
林
等
の
海
岸
植
生
の
あ
っ
た
海
岸
と

な
か
っ
た
海
岸
で
、
津
波
被
害
に
大
き

な
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
各
地
で
報
告
さ

れ
た
。

　こ
う
し
た
報
告
を
受
け
、
生
態
系
の

有
す
る
防
災
や
減
災
に
対
す
る
機
能
に

一
層
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
議

論
が
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
専
門
家
委
員
会
の

一
つ
で
あ
る
「
生
態
系
管
理
委
員
会 

（
Ｃ
Ｅ
Ｍ
）」
の
中
で
始
ま
っ
た
。

　日
本
で
も
、
土
砂
崩
れ
の
防
止
や
砂

防
、
洪
水
に
よ
る
被
害
軽
減
、
海
岸
の

防
風
や
飛
砂
防
止
の
た
め
に
、
古
く
か

ら
森
林
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、

湿
地
や
水
田
は
洪
水
調
整
に
も
使
わ
れ

て
き
た
歴
史
を
も
つ
。
さ
ら
に
、
土
砂

崩
れ
や
洪
水
な
ど
の
被
害
を
受
け
や
す

い
場
所
に
は
、
家
を
建
て
な
い
な
ど
土

地
利
用
上
の
工
夫
も
行
わ
れ
て
き
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
生
態
系
の
機
能
や
役

割
を
防
災
や
減
災
に
効
果
的
に
生
か
す

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
よ
っ
て

E
co-D

R
R

（E
cosystem

-based 

D
isaster R

isk R
eduction

：
生
態

系
を
基
盤
と
し
た
防
災
・
減
災
）
と
名

付
け
ら
れ
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
徐

徐
に
国
際
的
な
理
解
が
浸
透
す
る
よ
う

生
態
系
を
基
盤
と
し
た

防
災
・
減
災（E

co-D
R
R

）
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1 会議の会場となったジュネーブ国
際会議場。2 環境と防災パートナーシ
ップ（PEDRR）のブースでも、IUCN
やUNEPなどのメンバーによって、数
多くのイベントや発表が行われた。

防災グローバル・プラットフォームは、国連防災機関（UNDRR）が2年に１度開催している。UNDRRのトップは、現在日本人外交官の水鳥真美氏が務めている。

　６
月
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
地
震
、

７
月
に
は
平
成
に
入
っ
て
最
大
規
模
の

被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
30
年
７
月
豪

雨
（
西
日
本
豪
雨
）、
９
月
に
近
畿
地
方

を
中
心
に
猛
威
を
振
る
っ
た
台
風
21
号

や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
、
２
０

１
８
年（
平
成
30
）、
日
本
は
数
多
く
の

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

　し
か
し
、
災
害
に
苦
し
ん
で
い
る
の

は
日
本
だ
け
で
は
な
い
。
過
去
数
十
年

間
に
わ
た
り
、
世
界
の
自
然
災
害
は
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
中
で
も
、

洪
水
や
豪
雨
、
高
潮
な
ど
の
気
候
・
気

象
に
関
す
る
災
害
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
こ
の
傾
向
は
気
候
変
動
が
悪
化
す

る
に
し
た
が
っ
て
ま
す
ま
す
深
刻
化
す

る
も
の
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
中
、
国
連
防
災
機
関
（
Ｕ

Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
）
が
２
年
に
１
度
開
催
し
て

い
る
防
災
に
関
す
る
国
際
会
議
、「
防

災
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

が
、
２
０
１
９
年
５
月
13
〜
17
日
に
か

け
て
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催

さ
れ
た
。

　今
回
で
６
回
目
と
な
る
こ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
世

界
各
国
の
閣
僚
級
を
含
む
政
府
関
係
者

を
は
じ
め
、
国
際
機
関
、
企
業
、
研
究

者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
数
多
く
の
関
係
者
が

参
加
し
た
。
会
議
で
は
、
国
際
社
会
全

体
の
防
災
に
関
す
る
共
通
目
標
で
あ
る

「
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５

－

２
０
３

０
」
に
示
さ
れ
た
４
つ
の
優
先
行
動
や

７
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
達

成
す
る
う
え
で
の
、
課
題
や
必
要
な
ア

ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

　こ
の
「
仙
台
防
災
枠
組
」
の
名
が
象

徴
す
る
よ
う
に
、
日
本
は
防
災
の
分
野

で
長
年
国
際
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
防
災
に
関

す
る
国
連
の
最
初
の
国
際
会
議
は
94
年

に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
国
連
防

災
世
界
会
議
で
あ
っ
た
。
ま
た
05
年
に

は
２
回
目
の
国
連
防
災
世
界
会
議
が
神

戸
で
開
催
さ
れ
、
ど
ん
な
に
防
い
で
も

災
害
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
被

害
を
い
か
に
軽
減
す
る
か
と
い
う
「
減

災
」
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
「
兵
庫

行
動
枠
組
２
０
０
５

－

２
０
１
５
」
が

採
択
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
兵
庫

行
動
枠
組
」
を
継
承
す
る
国
際
社
会
の

共
通
目
標
と
し
て
、
15
年
に
仙
台
で
開

催
さ
れ
た
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議

で
採
択
さ
れ
た
の
が「
仙
台
防
災
枠
組
」

で
あ
る
。

　今
回
の
防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
約
10
年
お
き
に
開
催

さ
れ
る
こ
の
国
連
防
災
会
議
の
間
に
、

各
国
・
各
主
体
の
取
り
組
み
の
進
捗
や

課
題
、
そ
の
後
の
優
先
事
項
に
つ
い
て

議
論
す
る
場
と
し
て
、
２
年
ご
と
に
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　筆
者
の
所
属
す
る
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際

自
然
保
護
連
合
）
も
約
10
年
ほ
ど
前
か

ら
、
こ
の
防
災
の
国
際
プ
ロ
セ
ス
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。
今
回
の
会
議
に
は
、

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
加
え
、国
連
環
境
計
画（
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
や
国
際
湿
地
保
全
連
合
な
ど

の
、
環
境
分
野
の
国
際
機
関
や
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
も
多
数
参
加
し
た
。

　な
ぜ
、
防
災
の
会
議
に
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の

よ
う
な
環
境
分
野
の
団
体
が
こ
れ
ほ
ど

熱
心
に
参
加
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
発
端
は
、
04
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
起
き
た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
あ
っ

た
。
こ
の
地
震
が
引
き
起
こ
し
た
津
波

に
よ
っ
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
タ
イ
な
ど

の
沿
岸
地
域
で
は
大
き
な
被
害
が
発
生

し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
マ
ン
グ
ロ
ー

に
な
る
。

　08
年
に
は
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
や
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

な
ど
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
賛
同
す
る

国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
ま
り
、「
環

境
と
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｅ

Ｄ
Ｒ
Ｒ
）」
と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
立
ち
上
げ
、
共
同
で
国
際
社
会
へ

の
働
き
か
け
や
各
国
で
の
技
術
支
援
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
う
し
た
努
力
が
成
果
を
結
び
、「
仙

台
防
災
枠
組
」
に
は
、
そ
の
成
果
や
ゴ

ー
ル
、
優
先
行
動
な
ど
の
各
要
素
に
生

態
系
や
環
境
の
重
要
性
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
特
に
、「
優
先
行
動
３
：
強

靱
性
の
た
め
の
災
害
リ
ス
ク
削
減
の
た

め
の
投
資
」
に
は
、「
生
態
系
の
持
続

可
能
な
利
用
及
び
管
理
を
強
化
し
、
災

害
リ
ス
ク
削
減
を
組
み
込
ん
だ
統
合
的

な
環
境
・
天
然
資
源
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ

を
実
施
す
る
」
と
し
て
、
生
態
系
の
有

す
る
防
災
・
減
災
に
対
す
る
積
極
的
な

役
割
が
書
き
込
ま
れ
た
。

　並
行
し
て
、
環
境
分
野
の
国
際
的
な

条
約
の
中
で
もE

co-D
R

R

の
重
要
性

が
認
知
さ
れ
、
生
物
多
様
性
条
約
や
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
な
ど
で
関
連
す
る
決
議

が
近
年
相
次
い
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　な
お
、E

co-D
R

R

に
類
似
し
た
概

念
と
し
て
気
候
変
動
の
分
野
でE

bA

（E
cosystem

-based A
daptation

：

生
態
系
を
基
盤
と
し
た
気
候
変
動
適

ブ
林
等
の
海
岸
植
生
の
あ
っ
た
海
岸
と

な
か
っ
た
海
岸
で
、
津
波
被
害
に
大
き

な
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
各
地
で
報
告
さ

れ
た
。

　こ
う
し
た
報
告
を
受
け
、
生
態
系
の

有
す
る
防
災
や
減
災
に
対
す
る
機
能
に
、

一
層
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
議

論
が
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
専
門
家
委
員
会
の
一

つ
で
あ
る
「
生
態
系
管
理
委
員
会
（
Ｃ

増
加
す
る
自
然
災
害
に

立
ち
向
か
う
国
際
社
会

12
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の
成
果
文
書
で
あ
る
共
同
議
長
サ
マ
リ

ー
に
も
、
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
・
グ
レ

ー
イ
ン
フ
ラ
の
間
の
相
互
補
完
性
の
強

化
に
対
し
て
大
き
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
や
、
生
態
系
を
基
盤
と
し
た
ア
プ
ロ

ー
チ
促
進
の
必
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　こ
う
し
た
生
態
系
を
基
盤
と
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
防
災

グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ

け
で
な
く
、
他
の
国
際
的
な
プ
ロ
セ
ス

で
も
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　例
え
ば
、
今
年
５
月
５
～
６
日
に
フ

ラ
ン
ス
の
メ
ッ
ス
で
開
催
さ
れ
た
﹁
Ｇ

７
環
境
大
臣
会
合
﹂で
採
択
さ
れ
た﹁
メ

ッ
ス
生
物
多
様
性
チ
ャ
ー
タ
ー
﹂の
中

で
も﹁E

co-D
R

R

やE
bA

な
ど
の
生
態

系
ア
プ
ロ
ー
チ
を
各
国
が
よ
り
一
層
採

用
し
て
い
く
﹂
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
サ

ミ
ッ
ト
に
先
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
会
合
の

中
で
も
、
生
態
系
を
基
盤
と
し
た
ア
プ

ロ
ー
チ
の
重
要
性
が
議
論
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
成
果
は
、
今
年
９
月
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
﹁
国
連
気
候
ア

ク
シ
ョ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
﹂
に
イ
ン
プ
ッ

ト
さ
れ
、
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　日
本
で
は
古
く
か
ら
、
海
岸
林
や
水

害
防
備
林
な
ど
生
態
系
を
基
盤
と
し
た

防
災
ア
プ
ロ
ー
チ
が
全
国
各
地
で
用
い

ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
、生
態
系
を
活
か
し
た
防
災
・

減
災
や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る

政
策
や
研
究
も
進
展
し
て
い
る
。
こ
の

分
野
に
対
す
る
日
本
か
ら
の
貢
献
は
、

国
際
的
に
も
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

5,6,7 アヌシーは、ジュネーブから1時
間ほど車を走らせた所にあるフランス
の街だ。ジュネーブと同じくアルプス
の山岳地域に開けた湖畔の街で、地
理的・文化的にも近く、多くの観光
客が訪れる。

大正大学地域構想研究所教授。
東京大学大学院農学生命科学研究科博士課程単位取得退学。
三菱総合研究所を経て、2009年よりIUCN（国際自然保護連合）の

日本オフィスにおいて生物多様性に関する
国内外の政策展開に従事する。

Naoya Furuta

災
害
リ
ス
ク
削
減
の
た
め
の

ブ
ル
ー 

・ 

グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ

5

67

謝
辞
●
本
稿
は
、人
間
文
化
研
究
機
構
総
合
地
球

環
境
学
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
１
４
２
０
０
１
０

３
）の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
﹁
生
態
系
イ
ン
フ
ラ
﹂、﹁
自
然
イ
ン

フ
ラ
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
も
増
え
て
い
る
。

　実
際
に
、今
回
の
防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
も
、
こ
う
し
た

近
年
の
生
態
系
を
基
盤
と
し
た
ア
プ
ロ

ー
チ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
反
映
し
て
、

関
連
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
開
催
さ
れ
、
注
目
を
集
め
た
。

﹁
災
害
リ
ス
ク
削
減
に
お
け
る
グ
リ
ー

ン
、
ブ
ル
ー
、
グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
の
役

割
﹂
と
題
さ
れ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
ワ
ー

キ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、グ
リ
ー
ン
・

ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
が
自
然
災
害
の
イ
ン

パ
ク
ト
か
ら
人
や
財
産
を
守
る
役
割
を

果
た
す
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
暮
ら
し

や
食
料
、
水
の
安
全
保
障
の
強
化
と
い

っ
た
、
よ
り
根
本
的
な
脆
弱
性
へ
の
対

処
に
も
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
国
や
地

方
自
治
体
の
防
災
計
画
に
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
提
言
さ

れ
た
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
イ

ン
フ
ラ
に
対
す
る
公
共
投
資
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
、
気
候
変
動
に
関
す
る

パ
リ
協
定
や
Ｓ
D
Ｇ
ｓ
な
ど
へ
の
貢
献

に
も
同
時
に
つ
な
が
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
た
。

　こ
う
し
た
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
議
論

を
反
映
し
て
作
成
さ
れ
た
、
会
議
全
体

応
）
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
あ
り
、E

co-

D
R

R

と
こ
のE

bA

を
あ
わ
せ
て
﹁
生

態
系
を
基
盤
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　さ
ら
に
、
堤
防
や
防
潮
堤
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
防
災
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
ら
れ
た﹁
グ
レ
ー
﹂

の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
生
態

系
を
基
盤
と
し
た
防
災
ア
プ
ロ
ー
チ
に

用
い
ら
れ
る
森
林
や
湿
地
、
さ
ん
ご
礁

な
ど
の
生
態
系
を
﹁
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
﹂
や
﹁
ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
﹂、
ま
た
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の
成
果
文
書
で
あ
る
共
同
議
長
サ
マ
リ

ー
に
も
、
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
・
グ
レ

ー
イ
ン
フ
ラ
の
間
の
相
互
補
完
性
の
強

化
に
対
し
て
大
き
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
や
、
生
態
系
を
基
盤
と
し
た
ア
プ
ロ

ー
チ
促
進
の
必
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　こ
う
し
た
生
態
系
を
基
盤
と
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
防
災

グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ

け
で
な
く
、
他
の
国
際
的
な
プ
ロ
セ
ス

で
も
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　例
え
ば
、
今
年
５
月
５
～
６
日
に
フ

ラ
ン
ス
の
メ
ッ
ス
で
開
催
さ
れ
た
﹁
Ｇ

７
環
境
大
臣
会
合
﹂で
採
択
さ
れ
た﹁
メ

ッ
ス
生
物
多
様
性
チ
ャ
ー
タ
ー
﹂の
中

で
も﹁E

co-D
R

R

やE
bA

な
ど
の
生
態

系
ア
プ
ロ
ー
チ
を
各
国
が
よ
り
一
層
採

用
し
て
い
く
﹂
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
サ

ミ
ッ
ト
に
先
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
会
合
の

中
で
も
、
生
態
系
を
基
盤
と
し
た
ア
プ

ロ
ー
チ
の
重
要
性
が
議
論
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
成
果
は
、
今
年
９
月
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
﹁
国
連
気
候
ア

ク
シ
ョ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
﹂
に
イ
ン
プ
ッ

ト
さ
れ
、
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　日
本
で
は
古
く
か
ら
、
海
岸
林
や
水

害
防
備
林
な
ど
生
態
系
を
基
盤
と
し
た

防
災
ア
プ
ロ
ー
チ
が
全
国
各
地
で
用
い

ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
、生
態
系
を
活
か
し
た
防
災
・

減
災
や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る

政
策
や
研
究
も
進
展
し
て
い
る
。
こ
の

分
野
に
対
す
る
日
本
か
ら
の
貢
献
は
、

国
際
的
に
も
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

1 中世から栄えたアヌシーの古い街
並み。2,3 街の高台に建つアヌシー
城は、現在美術館・博物館として開
放されている。4 花で美しく飾られ、
水路が巡り「フランスのベニス」とも
呼ばれる。

1

23

4

は
﹁
生
態
系
イ
ン
フ
ラ
﹂、﹁
自
然
イ
ン

フ
ラ
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
も
増
え
て
い
る
。

　実
際
に
、今
回
の
防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
も
、
こ
う
し
た

近
年
の
生
態
系
を
基
盤
と
し
た
ア
プ
ロ

ー
チ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
反
映
し
て
、

関
連
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
開
催
さ
れ
、
注
目
を
集
め
た
。

﹁
災
害
リ
ス
ク
削
減
に
お
け
る
グ
リ
ー

ン
、
ブ
ル
ー
、
グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
の
役

割
﹂
と
題
さ
れ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
ワ
ー

キ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、グ
リ
ー
ン
・

ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
が
自
然
災
害
の
イ
ン

パ
ク
ト
か
ら
人
や
財
産
を
守
る
役
割
を

果
た
す
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
暮
ら
し

や
食
料
、
水
の
安
全
保
障
の
強
化
と
い

っ
た
、
よ
り
根
本
的
な
脆
弱
性
へ
の
対

処
に
も
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
国
や
地

方
自
治
体
の
防
災
計
画
に
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
提
言
さ

れ
た
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
イ

ン
フ
ラ
に
対
す
る
公
共
投
資
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
、
気
候
変
動
に
関
す
る

パ
リ
協
定
や
Ｓ
D
Ｇ
ｓ
な
ど
へ
の
貢
献

に
も
同
時
に
つ
な
が
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
た
。

　こ
う
し
た
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
議
論

を
反
映
し
て
作
成
さ
れ
た
、
会
議
全
体

応
）
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
あ
り
、E

co-

D
R

R

と
こ
のE

bA

を
あ
わ
せ
て
﹁
生

態
系
を
基
盤
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　さ
ら
に
、
堤
防
や
防
潮
堤
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
防
災
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
ら
れ
た﹁
グ
レ
ー
﹂

の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
生
態

系
を
基
盤
と
し
た
防
災
ア
プ
ロ
ー
チ
に

用
い
ら
れ
る
森
林
や
湿
地
、
さ
ん
ご
礁

な
ど
の
生
態
系
を
﹁
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
﹂
や
﹁
ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
﹂、
ま
た

Ｇ
７
、Ｇ
20
か
ら

気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
へ
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